
大
路
・
砂
田
屋
本
『
五
月
歌
之
集
』
『
牛
供
養
の
田
う
へ
う
た
の
次
第
』

1
島
根
県
簸
川
郡
佐
田
町
田
植
歌
資
料
1

こ
こ
に
翻
刻
す
る
二
書
は
も
と
島
根
県
簸
川
郡
佐
田
町
大
路
(
旧
大
路
村
)

の
藤
原
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
当
主
藤
原
美
夫
氏
(
現
在
、
島
根
県
出
雲

市
荒
茅
町
に
居
住
)
に
よ
っ
て
出
雲
市
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
同
図
書

す
な
だ
や

館
が
所
蔵
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
家
は
屋
号
を
砂
田
屋
と
呼
ん
だ
故
に
、
本
書

を
「
大
路
・
砂
田
屋
本
」
と
呼
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
体
裁
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
五
月
歌
之
集
』
縦
十
三
・
五
セ
ン
チ
、
横
十
八
・
五
セ
ン
チ
、
半
紙
を

四
つ
折
り
に
し
て
綴
じ
、
表
紙
、
裏
表
紙
共
十
六
丁
あ
る
。
表
紙
(
第
一
丁
表
)

に
は
中
央
に
「
五
月
歌
之
集
」
、
右
肩
か
ら
や
や
小
さ
く
「
文
化
三
年
書
之
」
と

墨
書
さ
れ
て
い
る
(
写
真
1
)
。
本
文
は
第
二
丁
表
よ
り
は
じ
ま
り
、
一
面
十
S

十
二
行
書
ミ
第
八
丁
裏
二
行
目
ま
で
で
一
区
切
り
と
し
(
以
上
に
「
さ
ん
ば

い
お
ろ
し
」
七
十
三
首
龜
さ
れ
て
い
る
)
、
以
下
第
八
丁
裏
に
は
余
白
が
あ

る
。
第
九
丁
表
に
は
第
一
行
目
に
「
く
れ
を
た
も
と
に
入
て
上
方
へ
の
を
ろ
し
」

解

説

と
い
う
、
見
出
し
風
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
以
下
第
九
丁
裏
に
か
け
て
「
オ
ヤ

注
1

コ
ウ
タ
」
五
首
と
「
ユ
リ
ウ
タ
」
(
「
サ
ゲ
歌
」
)
五
首
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第

十
丁
以
下
は
文
字
が
筆
太
で
あ
る
が
別
人
の
筆
跡
で
は
な
か
ろ
う
と
判
断
さ
れ

る
。
又
、
第
十
丁
以
下
は
用
紙
が
第
九
丁
ま
で
と
比
べ
て
や
や
小
ぶ
り
で
あ
る
。

以
上
を
勘
案
す
る
と
本
書
は
も
と
全
九
丁
、
「
さ
ん
ば
い
お
ろ
し
」
の
記
載
の
み

で
独
立
し
た
一
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
へ
、
第
九
丁
爽
一
袰

に
補
遺
の
歌
が
追
記
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
第
十
丁
以
下
「
判
官
」
の
「
ネ
リ
」

に
は
じ
ま
る
一
連
の
歌
を
記
載
し
た
別
の
一
本
が
綴
じ
加
え
ら
れ
て
成
っ
た
と

推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
砂
田
屋
本
の
中
に
は
こ
の
「
五

月
歌
之
集
」
を
書
写
し
た
と
見
ら
れ
る
別
の
二
本
の
系
矣
保
四
年
書
写
)
が
あ

つ
て
、
そ
の
内
一
方
は
杢
日
の
第
九
丁
ま
で
を
、
他
方
は
本
書
の
第
十
丁
以
下
を

書
写
し
て
い
る
。
従
っ
て
杢
凹
の
筆
丁
以
下
が
綴
じ
加
え
ら
れ
た
時
期
は
こ
れ
ら

二
本
の
写
本
が
書
写
さ
れ
た
時
矣
保
四
年
)
以
後
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

『
牛
供
養
の
田
う
へ
う
た
の
次
第
』
大
き
さ
、
用
紙
、
綴
じ
方
と
も
「
五

月
歌
之
集
」
と
同
様
で
、
表
紙
、
裏
表
紙
共
六
丁
あ
る
。
表
紙
(
第
一
丁
表
)

に
は
中
央
に
「
田
う
へ
う
た
の
次
第
」
と
記
し
、
右
肩
に
小
さ
く
「
牛
供
養
の
」
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大
路
.
砂
田
屋
本
『
五
月
歌
之
集
』
『
牛
供
養
の
田
う
へ
う
た
の
次
第
』
厶
根
県
簸
川
郡
佐
田
町
田
植
歌
資
料
1

と
挿
入
し
て
い
る
。
右
に
「
天
保
四
年
大
路
邑
」
、
左
に
「
巳
ノ
五
月
上
旬
此

主
善
五
良
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
(
写
真
2
)
。
本
文
は
第
二
丁
表
よ
り
は
じ

ま
る
。
牛
供
養
の
歌
は
第
四
丁
表
ま
で
で
完
了
し
、
第
四
丁
裏
に
は
次
の
よ
う

驫
さ
れ
て
い
る
。
「
牛
供
養
の
う
た
、
来
嶋
村
惣
四
郎
様
よ
り
最
来
請
(
「
貰

い
う
け
」
か
)
申
候
天
保
四
年
巳
ノ
ニ
月
朔
日
此
主
大
路
村
善
五
郎
筆

者
へ
ぽ
勝
治
郎
」
(
写
真
3
)
。
こ
の
記
述
に
ょ
れ
ば
本
書
は
、
来
嶋
村
(
現

島
根
県
飯
石
郡
赤
来
町
来
島
)
の
惣
四
郎
か
ら
教
示
を
う
け
た
歌
を
天
保
四
年

に
勝
治
郎
が
筆
記
し
た
も
の
で
、
本
の
所
有
者
は
善
五
郎
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
第
四
丁
裏
末
尾
以
下
「
丑
若
」
の
「
ネ
リ
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、

第
六
丁
最
後
尾
に
は
「
書
之
く
と
き
是
迄
御
座
流
是
迄
六
月
五
日
迄
に
書
申

此
主
桶
盖
巳
と
記
さ
れ
て
い
る
(
写
真
4
)
。

イ
な
お
藤
原
美
夫
氏
か
ら
出
雲
市
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
田
植
本
に
は
他
に

天
保
四
年
書
写
の
も
の
が
二
本
あ
る
(
写
真
5
N
仮
に
甲
本
と
呼
ぶ
。
写
真
6

1
仮
に
乙
本
と
呼
ぶ
)
。
甲
本
は
表
紙
と
も
全
九
丁
で
、
第
九
丁
末
尾
に
「
此
主

大
路
邑
砂
田
屋
善
五
良
病
後
二
而
悪
筆
御
免
筆
者
米
平
(
花
押
)
」
と
あ

る
。
乙
本
は
表
紙
と
も
全
九
丁
で
第
七
丁
表
に
「
田
植
歌
有
増
分
写
取
り
申
候

此
主
大
路
邑
善
五
良
筆
者
同
村
米
平
天
保
四
年
癸
巳
二
月
吉
祥
日
」
と
あ

る
。
果
及
び
乙
本
は
こ
こ
に
劉
し
た
「
五
月
歌
之
集
」
を
漢
字
を
仮
名
に
改

め
た
り
、
古
体
の
仮
名
を
読
み
や
す
く
改
め
た
り
し
て
仮
名
書
き
主
体
に
写
し

直
し
て
成
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
甲
本
は
「
五
月
歌
之
集
」
の
冒
頭
か
ら

第
九
丁
裏
ま
で
を
、
乙
本
は
同
集
の
第
十
丁
か
ら
最
後
ま
で
を
写
し
て
ぃ
る
。

な
お
乙
本
に
は
そ
の
あ
と
「
牛
供
養
の
田
植
歌
」
の
冒
頭
部
分
(
本
翻
刻
の
歌

番
号
5
の
「
ダ
シ
」
の
句
ま
で
)
を
書
い
て
い
る
が
、
紙
が
足
り
な
く
な
っ
て

書
写
を
中
断
し
た
も
の
と
見
え
、
そ
の
旨
を
叙
べ
る
書
状
様
の
書
き
込
み
が
あ

る
。
書
き
込
み
の
全
体
は
判
読
困
難
だ
が
一
部
に
「
不
足
申
し
書
直
し
申
候
処
、

此
分
入
不
申
候
此
紙
壱
ま
い
ほ
う
く
に
可
致
候
事
に
候
一
此
紙
は
さ
か
し
に
と

し
申
候
」
云
々
と
読
め
る
部
分
が
あ
る
。

本
書
の
も
と
の
所
蔵
者
で
あ
る
藤
原
美
夫
氏
に
ょ
れ
ば
善
五
郎
は
氏
の
曽
々

祖
父
に
あ
た
り
、
大
工
を
し
て
い
た
と
い
う
。
曽
祖
父
は
又
三
郎
と
一
言
い
こ
の

人
は
桶
屋
で
あ
っ
た
。
祖
父
は
金
次
郎
と
言
い
木
挽
き
で
あ
っ
た
。
桶
善
と
は

右
の
善
五
郎
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
牛
供
養
の
田
う
へ
歌
」
の
筆
録
者

勝
治
郎
甲
本
、
乙
本
の
筆
録
者
米
平
、
「
牛
供
養
の
田
う
へ
歌
」
に
登
場
す
る

政
五
郎
等
に
つ
い
て
は
美
夫
氏
は
何
も
聞
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

従
来
知
ら
れ
て
い
る
出
雲
・
備
後
系
の
田
植
本
の
中
に
は
書
写
年
代
が
江
戸

期
に
さ
か
上
る
も
の
が
き
わ
め
て
少
く
、
出
雲
地
方
で
は
わ
ず
か
に
三
本
(
文

政
二
年
書
写
の
「
山
口
村
田
植
歌
解
」
、
安
政
二
年
書
写
の
頓
原
・
景
山
本
「
御

田
植
寄
歌
」
な
ら
び
に
「
田
植
歌
の
寄
合
」
)
の
み
で
あ
っ
た
。
今
回
砂
田
屋
本

の
出
現
に
ょ
り
あ
ら
た
に
江
戸
期
の
写
本
四
本
が
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、
特
に

文
化
三
年
書
写
の
「
五
月
歌
之
集
」
は
今
の
と
こ
ろ
書
写
年
代
を
明
記
す
る
田

植
本
の
中
で
当
地
方
最
古
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二

砂
田
屋
本
に
収
め
ら
れ
て
い
る
田
植
歌
の
詩
型
は
出
雲
・
備
後
・
備
中
に
広

く
見
ら
れ
る
も
の
で
、
「
サ
ゲ
歌
」
(
備
中
で
は
「
本
節
」
、
安
芸
・
石
見
で
は
「
ユ

リ
ウ
タ
」
)
と
呼
ば
れ
る
、
 
5
7
5
/
7
5
を
標
準
と
す
る
、
音
頭
取
り
と
早
乙

女
と
の
か
け
あ
い
で
歌
う
定
型
歌
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の
歌
を
相
当
数
連
ね
て

一
定
の
主
題
を
叙
事
的
に
歌
う
が
、
間
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
「
オ
リ
」
あ
る
い
は

「
オ
リ
ガ
ツ
マ
」
と
呼
ば
れ
る
、
 
6
4
/
6
4
な
い
し
4
3
/
4
3
の
詩
型
を

持
っ
短
小
の
か
け
合
い
歌
を
挿
入
す
る
。
叙
事
の
一
ま
と
ま
り
を
「
ナ
ガ
レ
」

田
中
瑩
一

ハ
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表
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砂
田
屋
本
と
近
隣
三
本
と
の
「
さ
ん
ば
い
お
ろ
し
」
所
収
歌
の
比
較

大
路
・
砂
田
屋
本

田
植
歌
解

山
口

.

頓
原
・
景
山
本

布
施
・
漆
谷
本

大
路
・
砂
田
屋
本

田
植
歌
解

山
口

頓
原
・
景
山
本

布
施
・
漆
谷
本

大
路
・
砂
田
屋
本

山
口
・
田
植
歌
解

頓
原
・
景
山
本

数
字
は
各
本
の
歌
番
号

布
施
・
漆
谷
本

山
陰
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域
研
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伝
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大
路
・
砂
田
屋
本
『
五
月
歌
之
集
』
『
牛
供
養
の
田
う
へ
う
た
の
次
第
』
'
根
県
簸
川
郡
佐
田
町
田
植
歌
資
料
1

と
呼
ん
で
い
る
の
で
こ
の
系
統
の
田
植
歌
を
「
ナ
ガ
レ
」
形
式
と
呼
ぶ
こ
と
が

あ
る
。

今
、
「
五
月
歌
之
集
」
冒
頭
の
、
通
称
「
さ
ん
ぱ
い
お
ろ
し
」
と
呼
ぱ
れ
る
「
ナ

ガ
レ
」
に
つ
ぃ
て
近
隣
地
域
の
田
植
本
所
収
の
も
の
と
比
較
を
試
み
れ
ば
表
1

の
と
お
り
で
あ
る
。
表
1
に
お
い
て
数
字
は
そ
れ
ぞ
れ
の
田
植
本
の
翻
刻
に
際

し
て
付
せ
ら
れ
た
歌
番
号
で
、
砂
田
屋
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に
該
当
す
る
歌
の

番
号
を
左
に
並
べ
て
示
し
た
。
比
較
の
対
象
と
し
た
田
植
本
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。一

、
「
出
雲
国
神
門
郡
山
口
村
田
植
歌
解
」
(
略
称
1
山
口
・
田
植
歌
解
)

島
根
県
大
田
市
山
口
町
(
旧
出
雲
国
山
口
村
)
伝
承
の
田
植
歌
に
、
文

政
二
年
、
千
家
俊
信
(
梅
の
貪
が
注
釈
を
付
し
た
も
の
。
山
国
村
は
砂

田
屋
本
の
伝
承
さ
れ
て
い
た
大
路
村
の
、
石
見
国
寄
り
の
隣
村
で
あ
る
。

『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
五
巻
会
二
書
房
一
九
七
三
年
刊
)
所

収
。
田
中
の
翻
刻
に
ょ
る
。

ニ
、
頓
原
・
景
山
本
「
御
田
植
寄
歌
」
(
略
称
1
頓
原
・
景
山
本
)

島
根
県
飯
石
郡
頓
原
町
寺
沢
(
旧
出
雲
国
頓
原
村
)
の
景
山
正
義
氏
所

蔵
。
安
政
二
年
書
写
。
砂
田
屋
本
「
牛
供
養
の
田
う
へ
う
た
の
次
第
」
に

見
え
る
来
将
は
頓
原
村
の
特
で
あ
る
。
『
田
植
歌
本
集
』
三
(
三
弥
井
書

店
一
九
七
四
年
刊
)
所
収
。
田
中
の
翻
刻
に
ょ
る
。

三
、
布
施
村
寺
ノ
前
漆
谷
本
田
植
歌
(
略
称
1
布
施
・
漆
谷
本
)

島
根
県
邑
智
郡
大
和
村
布
施
(
旧
石
見
国
布
施
村
)
の
漆
谷
毅
氏
所
蔵
。

聿
昌
与
年
代
不
明
。
こ
の
書
は
主
と
し
て
安
芸
・
石
見
系
の
オ
ヤ
ウ
タ
・
コ

ウ
タ
.
オ
ロ
シ
の
構
成
を
持
っ
田
植
歌
を
収
め
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
に

「
さ
ん
ば
い
お
ろ
し
」
を
置
い
て
い
る
。
出
雲
・
石
見
両
系
の
接
触
地
域

の
実
情
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
郷
土
石
見
』
第
三
号
(
石

見
郷
土
研
究
懇
話
△
三
九
七
七
年
刊
)
所
収
。
牛
尾
三
千
夫
の
翻
刻
に
ょ

る
0

表
1
を
見
る
と
、
砂
田
屋
本
の
「
さ
ん
ば
い
お
ろ
し
」
と
配
列
順
に
至
る
ま

で
良
く
類
似
し
て
い
る
の
は
頓
原
・
景
山
本
で
、
砂
田
屋
本
に
該
当
歌
が
な
い

も
の
は
全
八
十
首
中
六
首
(
七
・
五
%
)
で
あ
る
。
山
口
・
田
植
歌
解
も
一
首

を
除
い
て
他
は
す
べ
て
砂
田
屋
本
と
共
通
す
る
が
、
歌
数
が
少
い
う
え
に
、
配

列
順
は
あ
ま
り
似
て
い
な
い
。
布
施
・
漆
谷
本
も
同
様
で
あ
る
。
一
方
表
に
は

示
さ
な
か
っ
た
が
、
同
じ
出
雲
地
方
で
も
飯
石
郡
を
は
さ
ん
で
東
方
、
仁
多
郡

に
な
る
と
一
層
類
似
度
は
薄
く
な
る
。
た
と
え
ば
島
根
県
仁
多
郡
横
田
町
馬
木

の
糸
原
本
で
見
る
と
(
『
田
唄
研
究
』
第
十
六
号
所
収
。
田
中
の
翻
刻
に
ょ
る
)
、

全
五
十
首
中
、
砂
田
屋
本
と
一
致
す
る
も
の
は
十
首
に
過
ぎ
ず
、
配
列
順
も
大

き
く
異
る
。
(
仁
多
郡
で
は
「
さ
ん
ば
い
」
と
呼
ば
な
い
で
「
田
の
神
」
と
言
っ

て
い
る
J

田
中
瑩
一

八
四

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
字
体
を
通
行
の
も
の
に
改
め
た
他
は
で
き
る
だ
け
原
本

に
忠
実
に
と
心
が
け
た
。
判
読
不
能
の
箇
所
は
口
で
示
し
た
。

参
照
の
便
の
た
め
に
各
歌
に
通
し
番
号
を
つ
け
、
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
に

簡
単
な
補
注
を
加
え
た
。

注
①
以
下
「
オ
ヤ
コ
ウ
タ
」
「
ユ
リ
ウ
タ
」
「
ネ
リ
」
等
の
語
は
田
唄
研
究
会
「
田
植
歌
研

究
用
語
解
説
」
(
同
会
編
冒
植
草
紙
の
研
究
』
三
弥
井
書
店
昭
和
四
十
七
年
刊
所

収
)
に
ょ
る
。



翻

刻

「
五
月
歌
之
集
」

文
化
三
年

書
之

五
月
歌
之

集

(
白
紙
)

一
△
い
ざ
な
ぎ
や
い
ざ
な
み
り
や
う
の
ほ
こ
の
つ
ゆ

女
そ
の
つ
ゆ
を
ち
て
し
ま
と
な
る

を
り

一
一
<
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
わ

女
あ
ま
の
は
し
の
う
ゑ
ん
で

=
<
田
の
初
め
ひ
ふ
が
の
里
の
み
く
ぽ
だ
に

女
ま
か
ず
の
た
ね
が
は
へ
た

四
<
君
が
た
め
春
の
に
出
て
若
な
つ
む

女
我
衣
も
手
に
雪
わ
ふ
り
つ
、

五
<
今
日
は
を
ろ
そ
と
思
ふ
な
に
と
し
や
ふ

女
ま
ち
な
み
ょ
く
わ
を
だ
や
か
に

六
<
三
拜
の
父
ご
を
何
と
た
づ
ね
れ
ば

女
て
ん
こ
ふ
天
と
覚
た
り

七
<
三
拜
の
母
子
を
何
と
た
づ
ね
れ
ば

女
瀧
し
や
の
川
の
じ
や
で
ご
ざ
る

八
<
三
拜
の
た
な
り
し
月
わ
大
月
が
小
月
か

女
か
さ
り
な
を
し
田
の
神
に

九
<
あ
り
か
た
の
う
い
た
き
山
の
宮
造
り

女
是
こ
そ
神
の
や
し
ろ
な
り

石
<
三
拜
の
御
宮
を
立
る
ば
ん
じ
や
う
は

三
ウ

＼
五

女

二
<女

三
<女

茎
<女

西
<女

彊
<女

夫
<女

毛
<女

一
八
<女

一
九
<女

手
<女

三
<女

三
<

一
オ

一
ウ

竹
だ
が
細
工
と
覚
え
た
り

三
拜
の
宮
を
何
と
つ
く
る
に
は

し
ほ
ふ
さ
が
り
に
け
と
づ
く
り

三
拜
の
御
宮
の
前
に
湯
を
立
て

湯
花
の
初
を
ま
い
ら
せ
る

三
拜
の
御
宮
の
前
の
わ
り
石
は

と
こ
な
る
石
か
や
ら
み
ご
と

と
り
い
を
立
て
て

御
宮
の
前
に

三
拜
の
生
し
月
は
幾
月
か
九
の
月

十
月
に
な
れ
ば
生
れ
し

三
拜
の
取
り
上
け
う
ぱ
ど
れ
な
目

正
八
ま
ん
の
母
子
な
り

三
拜
の
う
ぶ
湯
の
し
み
つ
ど
こ
し
み
ず

や
ま
と
の
国
の
岩
し
み
ず

三
拜
の
う
ぶ
湯
の
か
ま
わ
何
に
が
ま
か

き
が
ね
の
か
ま
に
う
ぶ
湯
た
つ

三
拜
の
う
ぶ
湯
の
た
ら
い
何
た
ら
い

白
鉄
小
鉄
た
ま
た
ら
い

三
拜
の
う
ぶ
湯
の
た
ご
は
何
た
こ
か

し
ろ
か
ね
た
ご
を
手
に
持
ち
て

三
拜
の
う
ぶ
湯
の
ひ
し
や
く
何
ひ
ひ
し
や
く

き
が
ね
の
ひ
し
や
く
取
り
よ
せ
て

三
拜
の
う
ぶ
ぎ
立
は
何
と
た
つ

を
り

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
三
号

ニ
オ

ニ
ウ

一
九
八
七
年
三
月

三
オ

L^ L^



大
路
.
砂
田
屋
本
『
五
月
歌
之
集
』
『
牛
供
養
の
田
う
へ
う
た
の
次
第
』

女
あ
さ
な
る
ぬ
の
を
八
っ
と
た
っ

量
<
三
拜
の
う
ぶ
ぎ
ぬ
は
り
は
何
に
は
り
か

女
三
っ
い
の
は
り
で
せ
ぬ
い
か
ら

言
<
三
拜
の
う
ぶ
ぎ
ぬ
糸
は
何
に
糸
か

女
し
ら
き
ぬ
糸
で
ぬ
い
ま
わ
す

孟
<
三
拜
の
う
ぶ
き
ぬ
ひ
も
わ
何
に
と
ぬ
ふ

女
末
へ
ひ
ろ
が
れ
と
ぬ
い
ま
わ
す

兵
<
三
拜
の
う
ぶ
ぎ
ぬ
ま
も
り
何
に
つ
目

女
り
ん
ず
に
あ
や
を
つ
け
玉
ま
へ

毛
<
三
拜
の
ち
う
ば
何
と
た
づ
ね
れ
ば

女
せ
ん
だ
の
寺
の
千
代
の
ひ
め

天
<
三
拜
の
き
か
へ
の
小
袖
て
何
小
袖
で

女
し
ら
き
の
小
袖
て
を
は
だ
に
め
す

禿
<
三
拜
の
そ
だ
ち
わ
何
国
六
っ
の
国

女
せ
ん
だ
の
寺
の
そ
だ
ち

毛
<
せ
い
じ
ん
あ
り
て

女
御
宮
入
り
よ

三
<
三
拜
の
御
宮
入
り
の
思
た
ち

女
是
こ
そ
神
の
初
め
な
り

圭
<
三
拜
の
御
宮
入
り
の
の
り
も
の
わ

女
し
ろ
か
ね
こ
が
ね
玉
の
こ
し

臺
<
三
拜
の
御
宮
へ
御
座
る
供
勢
わ

女
三
百
余
人
と
覚
た
り

云
<
三
拜
の
御
宮
の
が
く
わ
何
と
う
つ

▲
根
県
簸
川
郡
佐
田
町
田
植
歌
資
料
1

女

孟
<女

美
<女

毛
<女

天
<女

三
九
<女

器
<女

空
<女

窒
<女

窒
<女

囲
<女

窒
<女

奨
<

金
な
る
太
鼓
を
八
っ
と
う
つ

三
拜
の
御
宮
や
ま
わ
り
め
く
り
て
わ
ま
わ
り
て
わ

三
ま
わ
り
ほ
ど
、
覚
た
り

こ
し
か
ら
を
り
て

し
ゆ
し
や
う
に
そ
日

三
拜
の
御
宮
の
内
へ
う
つ
り
て
わ
な
を
り
て
わ

と
ん
こ
に
し
や
ん
こ
に
も
と
に
置

三
拜
の
御
を
ち
つ
き
わ
何
々
か

御
神
酒
に
御
空
取
り
揃
へ

三
拜
の
御
宮
の
か
さ
り
何
か
ざ
り

り
ん
ず
に
あ
や
の
き
り
か
ざ
り

三
拜
わ
御
国
め
く
り
思
立

是
こ
そ
神
の
願
な
り

三
拜
の
御
し
や
う
ぞ
く
わ
何
色
か

か
ら
す
ば
色
で
や
ら
み
ご
と

三
拜
の
ま
い
た
る
帯
わ
何
帯
か

り
ん
ず
の
帯
を
び
を
三
へ
ま
わ
し

三
拜
の
才
た
る
太
刀
わ
何
太
刀
か

小
金
っ
く
り
に
そ
り
を
み
ょ

三
拜
の
召
し
た
る
笠
わ
何
笠
か

大
和
と
の
笠
に
八
っ
の
ひ
も

三
拜
の
召
た
る
笠
の
そ
の
す
げ
わ

や
す
げ
の
す
け
て
ぬ
い
ま
す
る

三
拜
の
御
手
に
持
し
わ
何
に
く
か

四
オ

田
中
瑩
一

＼
弌

四
ウ

五
オ

五
ウ



女

四
七
<女

興
<女

究
<女

吾
<女

毛
<女

吾
<女

吾
<女

磊
<女

吾
<女

美
<女

毛
<女

天
<

と
ん
こ
に
し
や
ん
こ
に
れ
い
し
や
く
じ
や
う

三
拜
の
は
い
た
る
口
わ
何
口
か

金
く
わ
の
口
を
は
き
な
ら
し

三
拜
の
つ
い
た
る
つ
へ
わ
何
つ
へ
か

七
九
の
つ
へ
に
ふ
さ
を
つ
け

三
拜
わ
御
国
め
く
り
の
そ
の
す
か
た

さ
も
を
と
な
し
く
御
す
か
た

御
宮
を
0
を
り
て

と
り
い
を
ぬ
け
て

三
拜
の
引
て
の
馬
わ
何
馬
か

大
黒
小
黒
名
馬
な
り

三
拜
の
馬
乗
ら
せ
る
何
馬
か

あ
し
げ
の
馬
に
手
つ
な
よ
り
か
け

三
拜
わ
と
れ
か
ら
と
れ
へ
め
く
り
て
わ

つ
の
国
こ
へ
て
三
の
の
国

三
拜
わ
と
こ
で
や
げ
ん
ぞ
う
六
つ
の
国

せ
ん
ぱ
ら
の
べ
の
さ
>
ぐ
さ

三
拜
わ
こ
き
や
う
を
さ
し
て
歸
へ
ら
せ
る

わ
が
国
も
と
も
な
つ
か
し
く

三
拜
の
迎
へ
の
馬
の
し
く
入
わ

と
ら
は
や
ぐ
ち
を
し
な
や
か
に

し
く
入
る
馬
わ

だ
と
云
や
と
ま
る

三
拜
わ
と
ち
か
ら
御
座
る
宮
の
方
へ

六
オ

女

葺
<女

杏
<女

六
一
<女

今
年
の
い
ね
の
ほ
た
れ
こ
そ

三
拜
の
御
宮
の
物
わ
何
く
か

し
ろ
鉄
小
金
を
り
七
つ

三
拜
の
御
酒
ま
い
ら
せ
る
ど
こ
酒
か

大
和
の
国
の
き
酒

三
拜
わ
御
酒
ま
い
ら
せ
る
盃
わ

木
の
国
き
や
か
め
つ
ら
し
や

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
三
号

前
後
有
り
此
歌
わ
後
へ
つ
く
ゆ
り

杢
<女

杢
<女

富
<女

釜
<女

交
<女

宅
<女

-
C
 
<女

三
拜
わ
御
酒
ま
い
ら
せ
る
や
よ
ひ
さ
し

な
が
へ
の
ち
や
う
し
千
代
の
酒

三
拜
の
御
盃
を
い
た
ゞ
く
に
わ

三
じ
や
う
下
り
て
い
た
ゞ
く

盃
を
三
ご
ん
廻
し
て
差
上
け
て

御
手
に
す
へ
て
き
よ
め
る

三
拜
の
御
盃
わ
と
ち
廻
る

左
り
へ
廻
り
右
き
も
ど
る

昨
日
か
ら
今
日
迄
掛
し
黒
た
い
を

切
ら
ぱ
尺
の
ま
な
い
た

黒
だ
い
の
そ
の
切
そ
め
を
た
れ
ま
い
る

ま
ず
三
拜
に
ま
い
ら
せ
る

尺
の
ま
な
板
に
四
寸
あ
し
を
さ
い
た
と

六
ウ

一
九
八
七
年
三
月

七
オ

七
ウ

八
七



大
路
・
砂
田
屋
本
『
五
月
歌
之
集
』
『
牛
供
養
の
田
う
へ
う
た
の
次
第
』
▲
根
県
簸
川
郡
佐
田
町
田
植
歌
資
料
1

究
<
ま
な
い
板
に
ま
な
ば
し
に
ほ
う
ち
や
う
手
に
持
て
の

女

苫
<
三
拜
わ
高
間
の
原
に
上
ケ
リ
て
わ
な
を
り
て
わ

女
此
田
を
ま
も
る
神
す
が
た

七
一
<
此
田
へ
は
三
拜
の
神
を
を
ろ
し
て
わ
な
を
し
て
わ

^
一
一
^
ぽ
^
の
た
い
に
く
れ
な
い

茎
<
悦
ひ
に
わ
田
を
こ
そ
う
へ
見
る
へ
き
に

女
ふ
た
も
と
う
へ
て
見
る
へ
き
に

茎
<
悦
ひ
の
歌
を
ば
三
つ
う
た
へ
ば
の

女
歌
こ
へ
も
よ
し
よ
ね
く
と

く
れ
を
た
も
と
に
入
て
上
方
へ
の
を
ろ
し

茜
<
咲
た
花
袖
に
入
て
京
町
出
て
の

女
花
賣
く
京
町
へ
出
て
の

釜
<
我
殿
わ
し
の
び
の
つ
ま
に
身
を
や
っ
す

女
是
こ
そ
縁
の
糸
む
す
び

美
<
せ
ま
い
し
や
う
じ
の
か
ら
笠
を
ば
の

女
差
上
げ
て
さ
い
て
と
ふ
れ
か
ら
笠

毛
<
よ
り
と
も
の
御
供
の
れ
ん
が
み
が
国
わ

女
ご
ば
ん
に
す
が
り
し
す
ご
ろ
く

七
八
<
す
ご
ろ
く
う
つ
に
わ
こ
い
め
が
こ
ざ
る

女
て
つ
ち
に
て
つ
く
に
し
や
う
ざ
ん
し
や
う
と
の
原
も
ど
り
」

究
<
大
山
の
き
た
山
も
と
わ
す
げ
の
も
と

女
な
び
か
ぱ
な
び
け
す
げ
の
も
と

合
<女

△
<女

全
<女

大
山
の
あ
の
谷
を
く
に
あ
る
す
け
わ

そ
う
と
め
笠
に
ぬ
い
下
た
す

大
山
の
上
へ
町
口
ち
に
あ
る
笠
を

そ
う
と
め
笠
に
買
下
す

大
口
殿
わ
と
れ
ゑ
ん
と
ふ
と
わ
ぱ
の
や
わ
た
ゑ
ん
と

や
わ
た
ゑ
ん
と

や
わ
た
の
ぱ
ゞ
で
こ
ま
く
ら

や
わ
た
山
の
御
か
つ
せ
ん
に
鷹
の
ま
き
を
と
い
た

駕
の
ま
き
ま
だ
も
大
こ
て
を
才ほ

川
御
所
に

ほ
ぐ
わ
ん
様
は

か
じ
わ
ら
平
だ

御
座
な
さ
れ
が

か
げ
き
よ
が
な
と

ざ
ん
げ
ん
ゆ
へ
に

ふ
合
に
な
ら
せ

よ
り
と
も
こ
う
と

御
立
な
さ
れ

み
か
た
と
な
し
て

御
家
立
は

本
ほ
う
ぐ
わ
ん
は

御
馬
屋
よ
り
も

を
出
し
さ
ま
に

く
ら
な
げ
置
せ

よ
ら
り
か
け
て

じ
ん
く
と
し
め
て

両
と
ん
ぽ
う
に

白
鉄
あ
ぶ
み

田
中
瑩
一

ノ
オ

全
<女

茜
<

ノ
ウ

＼
＼

ノ
ノ

十
オ

ほ
り
川
御
所
を

大
州
勢
を

あ
す
ま
へ
下
る

若
何
よ
と
と
へ
は

馬
の
り
づ
き
で

あ
し
げ
の
名
馬
」

ち
ん
ふ
く
り
ん
の

ふ
さ
し
り
が
い
を

む
な
が
い
は
ら
び

ひ
や
う
こ
の
あ
を
り

む
う
す
び
た
れ
て

九
オ

九
ウ



ぶ
ら
り
と
さ
げ
て

み
や
こ
で
う
つ
た

か
み
か
へ
さ
せ
て
」

引
取
り
さ
ま
に

こ
し
な
る
め
ぶ
ち

し
つ
と
>
う
つ
て

あ
つ
ま
ゑ
ん
と

釡
女
あ
つ
ま
の
ひ
で
平
頼
む

尖
釼
ほ
う
く
わ
ん
の

そ
の
共
勢
を

t
か
を
始
め
」

む
ら
さ
き
し
き
ぶ

か
た
岡
八
良

い
せ
の
三
郎

ど
れ
ゑ
ん
と
>
わ
ば
よ

八
七
女
あ
づ
ま
ゑ
ん
と

あ
づ
ま
の
ひ
て
平
頼
む

<
扱
今
日
の

ノ
ノ

若
何
よ
と
見
れ
は

帷
子
に

ぽ
う
け
の
も
こ
わ
き
で

に
し
き
の
た
す
き

白
鉄
の
よ

腰
か
け
て

四
つ
ぐ
つ
う
つ
て

名
ち
ん
く
つ
わ

に
し
き
の
た
づ
な

ひ
ら
り
と
乗
て

す
る
り
と
ぬ
い
て

と
れ
ゑ
ん
と
、
わ
ぱ
や

あ
づ
ま
へ
下
る

若
何
よ
と
見
れ
は

三
だ
ん
泉

才
當
む
さ
し

す
ゞ
か
の
次
良

み
か
た
と
な
し
て

あ
づ
ま
ゑ
ん
と

十
ウ

分
<女

き
<女

九
一
<女

空
<

九
三
<女

九
四
<女

釜
<女

突
<女

毛
<女

夬
<女

究
<女

石
0
 
0女を

り

石
一
 
0

長
ひ
口
な
ら
ば
手
を
し
げ
よ
入
て

な
ふ
げ
掛
て
と
け
手
を
し
げ
よ

手
ぐ
し
は
貰
た
が
京
く
し
こ
そ
な

か
み
も
し
な
や
か
な
て
く
し

今
日
の
田
主
の
角
の
庭
田
に
わ

思
ふ
い
ね
を
植
附
て

思
ふ
い
ね
又
角
田
に
こ
う
そ
な

今
日
の
田
主
の
庭
の
早
稲
田
に

思
ふ
早
稲
を
植
附
て

佐
だ
の
や
し
ろ
に
穂
掛
を
し
て
の

苅
り
て
い
た
ゞ
き
穂
を
か
け
て

今
日
の
田
主
の
に
わ
の
つ
い
し
に
わ

白
金
こ
が
ね
っ
き
な
ら
べ

今
日
の
田
主
の
御
も
ん
な
が
む
れ
ば

と
も
へ
に
か
い
た
る
ま
く
を
は
り

今
日
の
田
主
の
御
も
ん
の
つ
い
し
に
わ

一
昂
の
石
て
や
ら
み
ご
と

今
日
の
田
主
の
せ
と
に
し
水
わ
く

し
水
て
の
う
て
い
づ
み
わ
く

今
日
の
田
主
の
せ
と
の
い
け
見
れ
は

す
み
に
す
ん
た
よ
な
亀
遊
ぶ

今
日
の
田
主
の
御
も
ん
な
が
む
れ
ば

き
が
ね
の
御
も
ん
て
や
ら
み
ご
と

田
主
の
御
も
ん
は
と
こ
に
立
た
御
も
ん
か

十
一
オ

を
ん
な
り
様
を

は
ぎ
の
花
色

か
ち
み
ま
い
た
り

し
や
ん
と
結
び
た
れ
て

な
う
げ
掛
て

金
の
ゑ
ん
に
は

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
三
号

」
十
一
ウ

一
九
八
七
年
三
月

」
十
ニ
オ

」
十
ニ
ウ

八
九

」
十
三
オ



大
路
・
砂
田
屋
本
『
五
月
歌
之
集
』
『
牛
供
養
の
田
う
へ
う
た
の
次
第
』
▲
根
県
簸
川
郡
佐
田
町
田
植
歌
資
料
1

女

一
旦
 
0女

一
豊
 
0女

石
四
 
0女

豆
0女

山
と
の
ば
ん
し
よ
が
立
た

今
日
の
田
主
の
に
わ
の
う
へ
木
に
は

金
の
つ
た
が
舞
上
る

釼
も
み
ご
と
な
田
主
の
う
へ
木
は

君
の
御
馳
走
か
や
ら
み
ご
と

今
日
の
田
主
の
く
わ
だ
ん
の
う
へ
木
に
わ

本
か
ら
松
の
う
へ
木
な
り

今
日
の
田
主
の
う
へ
木
ぱ
せ
よ
み
れ
は
の

せ
ん
ほ
ん
そ
ろ
へ
の
う
へ
木
な
り

を
り

を
り

石
六
 
0
 
今
日
の
田
主
の
う
へ
木
な
に
う
へ
木

女
も
と
せ
ん
だ
ん
の
う
へ
木
な
り

を
り

石
七
 
0
 
今
日
の
田
主
の
せ
ん
た
ん
に
花
か
さ
い
た
と

女
ゑ
い
の
花
さ
き
の
花
0
さ
き
や
ご
く

又
を
り

一
只
 
0
 
せ
ん
だ
ん
に
さ
い
た
花
京
へ
だ
い
と

女
京
て
ね
を
う
つ
京
へ

石
九
 
0
 
今
日
の
田
主
や
か
た
よ
く
み
れ
は

女
八
つ
む
ね
っ
く
り
て
や
ら
み
こ
と

二
⇔
 
0
 
釼
も
み
こ
と
な
田
主
の
や
か
た
わ

女
銭
に
の
ひ
わ
だ
で
や
ら
み
こ
と

三
<
此
里
を
通
り
て
見
れ
ば
に
ぎ
や
か
に
田
を
植

是
は
晩
の
哥
也

女
わ
が
恋
人
の
こ
へ
も
す
る

一
三
<
わ
が
恋
人
や
ら
こ
す
げ
の
笠
を

」
十
五
ウ

女
し
の
び
す
が
た
で
こ
す
げ
の

一
三
<
十
七
が
ふ
り
上
け
の
た
も
と
ま
だ
ぬ
わ
ぬ

女
ぬ
わ
は
と
の
く
手
や
り

二
四
<
そ
ろ
り
く
と
手
を
や
り
そ
ろ
の

女
心
し
づ
か
に
手
を
や
り
そ
ろ
の

う
た

一
云
<
拾
七
が
哥
聲
聞
は
三
月
の
鷲
の

女
ほ
け
き
や
う
よ
む
に
さ
も
似
た
り

一
夫
<
拾
七
か
八
っ
細
布
を
を
る
時

女
糸
よ
り
細
ひ
腰
を

一
毛
<
乙
御
り
よ
や
く
く
た
を
か
け
や
乙
り
よ

女
乙
御
り
よ
が
か
い
た
く
た
さ
い
が
は
し
る

一
一
八
<
十
七
が
な
、
さ
が
原
て
布
さ
る
す

女

元
<
十
七
八
ち
又
竿
に
干
た
る
細
布

女

三
0
 
<
つ
く
し
か
ら
よ
大
利
へ
参
る
は
小
そ
う
と
め

女

三
一
<
つ
く
し
つ
か
い
国
ち
ょ
ろ
め
い
た
よ
な

女
女
子
な
れ
は
こ
そ
ち
ょ
ろ
め
く

一
三
<
き
み
が
た
め
手
筥
は
貰
た
か
け
ご
な
し

女

一
一
茎
<
か
、
み
こ
う
て
た
も
ら
ぱ

女
す
な
が
ら
こ
う
て
た
も
れ
や

(
白
紙
)

」
十
三
ウ

田
中
瑩
一

十
六
オ

十
六
ウ

九
0

」
十
四
オ

」
十
四
ウ

」
十
五
オ

L^ L^



刻
「
牛
供
養
の
田
う
へ
う
た
の
次
第
」

翻

大
路
邑

天
保
四
年

牛
供
養
の

田
う

巳
ノ

覚
牛
く
よ
う
ぅ
た

一
一
こ
ん
に
ち
わ
政
五
郎
様
を
に
か
い
な
さ
れ
た
う
し
く
よ
う

女
み
に
で
る
人
の
か
っ
じ
れ
ぬ

一
一
一
京
う
の
田
に
わ
し
ろ
系
百
で
に
ぎ
や
か
な

女
い
ま
か
く
つ
な
で
わ
な
に
く
か

三
一
京
う
た
わ
そ
う
と
め
が
百
で
に
ぎ
や
か
な

女
ち
や
し
に
あ
わ
せ
て
て
を
つ
く

四
一
ち
は
や
ふ
る
か
み
ょ
の
む
か
し
田
は
し
め

女
ご
こ
く
の
た
ね
う
へ
た
ま
へ

=
一
八
く
も
た
い
づ
も
く
わ
で
う
ち
は
じ
め

女
こ
の
あ
し
は
ら
を
た
と
な
し

六
一
こ
の
ま
ち
を
き
よ
め
て
け
う
の
か
み
を
ろ
し

女
を
め
き
に
ご
く
う
し
め
か
ざ
り

七
一
さ
ん
ば
い
わ
こ
の
た
へ
う
り
て
な
を
り
て
わ

女
よ
の
な
か
よ
か
れ
と
ま
も
る
な
り

0
八
△

た
の
次
第

ヘ

う

五
月
上
旬

此
主

善
五
良

一
あ
ま
の
ま
し
ひ
と
ま
し
ほ
の
い
ね
に

女
か
み
ょ
の
し
る
し
あ
ら
た
な
り

九
一
き
み
が
よ
の
つ
き
せ
の
た
め
し
す
み

女
あ
さ
い
い
ろ
わ
か
い
の
ま
つ

石
一
し
ゆ
み
せ
ん
の
や
ま
よ
り
た
か
き
く
に
を
ん

女
う
み
ょ
り
ふ
か
き
を
ん
ぐ
み

三
こ
の
な
い
を
う
へ
て
そ
だ
て
、
い
ね
と
な
す

女
み
つ
ぎ
を
き
み
に
た
て
ま
つ
る

^
一
^
△
ゆ
た
か
な
る
だ
い
く
ゆ
た
か
と
し
に

女
な
み
も
に
き
を
う
よ
の
な
か

三
一
く
よ
ふ
に
せ
ん
に
ん
の
そ
う
を
よ
び
あ
つ
め

女
せ
ん
ぶ
の
き
や
う
も
よ
ま
れ
し

西
一
一
昂
の
た
の
う
し
は
を
ま
や
う
の
く
ど
く
に
て

女
み
ら
い
わ
か
な
ら
す
う
か
ぶ
な
り

匠
一
く
よ
ふ
も
め
で
と
う
た
も
に
き
や
か
に

女
せ
ん
し
う
ら
く
と
う
へ
を
さ
め

牛
供
養
の
う
た
来
嶋
村

惣
四
郎
様
よ
り

最
来
請
申
候

天
保
四
年

巳
ノ
ニ
月
朔
日
此
主
大
路
村

郎

善
五

筆
者
へ
ぽ

勝
治

郎

一
オ

一
ウ

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
三
号
一
九
八
七
年
三
月

九
一

ニ
オ

ニ
ウ

三
オ

三
ウ

四
オ

L^ L^



大
路
.
砂
田
屋
本
『
五
月
歌
之
集
』
『
牛
供
養
の
田
う
へ
う
た
の
次
第
』
'
根
県
簸
川
郡
佐
田
町
田
植
歌
資
料
1

丑
若
様
之
く
ど
き

夫
一
う
し
わ
か
さ
ま
わ

く
ら
ま
い
の
ぽ
る

し
よ
て
ん
ぐ
や

へ
ほ
な
ら
い

ま
ん
れ
き
な
ら
い

し
り
け
ん
な
ら
い

こ
た
ち
う
な
ら
い

大
た
ち
な
ら
い

や
り
な
ぎ
な
た
う

あ
い
い
て
こ
ん
で

こ
の
は
の
し
た
の

十
五
の
と
し
に

や
ぶ
れ
た
に
の
に

又
」
く
る
ひ
と
も

八
い
け
の
た
い
し
よ
で

う
し
わ
か
様
も

う
し
わ
か
様
は

な
う
か
い
て

八
つ
い
し
に

大
て
ん
ぐ
や

し
し
よ
に
と
り
て

九
つ
と
し
に

と
し
十
さ
い

十
一
と
し
で

十
二
と
し
て

十
三
と
し
て

も
と
か
ら
う
ら
ま
で

十
四
と
し
に

さ
力
し
う
な
ら
い

を
い
と
ま
こ
う
て

や
ふ
れ
た
か
さ
に

又
み
る
ひ
と
も

あ
い
す
み
ご
ざ
る

や
し
ろ
に
か
い
る

ほ
う
く
わ
ん
様

四
ウ

を
ん
ま
や
よ
り
も

み
ょ
う
ち
ん
く
つ
わ
う

し
ん
ぶ
く
り
ん
の

し
ん
ぶ
の
ふ
さ
う

み
な
か
い
は
る
ぶ

京
な
る
か
わ
も

か
た
が
け
か
け
て

あ
う
り
も
か
け
て

六
尺
う
と
こ
に

よ
つ
く
う
た
せ

こ
し
ら
い
み
り
ぱ

さ
ん
ま
ん
ち
ど
り

こ
し
な
る
み
ぽ
ち

し
ゆ
と
ろ
と
ろ
と

あ
す
ま
い
ん
と

ほ
う
く
わ
ん
様
は

め
く
る
な
さ
る

ご
ろ
つ
れ
て

あ
う
な
る
う
ま
う
こ
う
て

田
中
瑩
一

う
い
だ
し
様
は

が
ん
じ
と
か
ま
せ

く
ら
な
け
し
い
て

し
り
げ
に
か
け
て

ず
ら
り
と
か
け
て

と
ら
な
る
か
わ
も

ば
せ
ん
も
う
か
せ

し
ろ
か
に
あ
ぽ
み

り
よ
く
」
ち
と
ら
せ

ほ
う
く
わ
ん
様
の

た
、
み

あ
や
う
り
畳

は
ち
ま
き
な
さ
る

ず
ら
り
と
の
い
て

ど
れ
い
ん
ど
と
わ
ば
よ

ど
れ
か
ら
と
れ
い

十
ろ
ら
つ
れ
て

み
の
か
ら
う
わ
り

み
わ
ら
い
」
さ
せ
て

五
オ

九
二

書
之
く
と
き
是
迄
御
座
流

此
主
桶
善

是
迄
六
月
五
日
迄
に
書
申
候

ナ
ウ

五
ウ

六
オ



補
注

『
五
月
歌
之
集
』

*
一
三
何
ひ
ひ
し
や
く
1
 
「
ひ
」
は
衍
字
で
あ
ろ
う
。

*
二
三
う
ぶ
ぎ
ぬ
は
り
1
甲
本
は
「
ぬ
う
は
り
」
。
産
着
縫
う
針
0

*
二
六
何
に
つ
目
1
甲
本
は
「
な
に
を
つ
け
る
」
。

*
三
六
詩
型
は
ヲ
リ
ガ
ツ
マ
で
あ
る
が
「
を
り
」
の
注
記
は
な
い
。
原
本
一
行
書
き
0
 
そ
口

1
甲
本
は
「
そ
ろ
よ
」
。

*
四
二
帯
を
び
1
 
「
を
」
は
衍
字
で
あ
ろ
う
。

*
四
四
大
和
と
1
 
[
と
」
は
衍
字
で
あ
ろ
う
。

*
四
七
口
の
三
文
字
は
同
一
の
漢
字
で
あ
る
が
判
読
不
能
。
「
精
」
か
。
甲
本
は
「
く
つ
」

)
0

力

と
か
な
書
き
し
て
い
る
。

*
六
一
此
歌
わ
後
へ
つ
く
ゆ
り
1
 
「
ゆ
り
」
と
は
ユ
リ
ウ
タ
の
謂
で
あ
ろ
う
0

甲
本
に
は
こ
の
一
行
が
な
い
。

*
六
ハ
オ
リ
で
コ
ウ
タ
に
相
当
す
る
句
が
脱
落
し
て
い
る
。
次
の
六
九
も
同
じ
。
頓
原
.
景
山

本
で
は
「
尺
の
ま
な
い
た
に
四
寸
あ
し
さ
い
た
と
/
ば
ん
ぢ
や
う
じ
や
う
す
が
よ
ふ

も
さ
い
た
」
全
八
こ
。

*
六
九
頓
原
.
景
山
本
で
は
「
ま
な
い
た
に
ま
な
ば
し
ほ
う
丁
手
に
も
ち
の
ふ
/
い
た
の
ま

い
な
を
い
た
も
ぢ
や
う
ず
」
(
二
八
三
)
。

*
八
四
か
み
か
へ
さ
せ
て
1
甲
本
は
「
か
み
く
わ
へ
さ
せ
て
」
0

*
八
九
口
は
判
読
不
能
。
甲
本
は
「
か
み
」
。

『
牛
供
養
の
田
う
へ
う
た
の
次
第
』

*
十
四
を
ま
や
う
1
 
「
を
き
や
う
」
か
。
「
今
日
の
田
の
牛
は
お
経
の
功
徳
に
て
」
の
意

で
あ
ろ
う
0

*
十
六
な
う
か
い
て
1
 
「
名
を
変
え
て
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

寸
己

イ
一
冒
口

本
稿
は
昭
和
六
十
一
年
度
特
定
研
究
「
山
陰
地
域
特
性
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
1
斐
伊

川
流
域
に
お
け
る
産
業
と
文
化
の
変
下
」
(
研
究
代
表
者
北
川
泉
)
に
ょ
る
研
究
成

果
の
一
部
で
あ
る
。
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